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〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
三
七
〕

昭
三
九
2
2
（
撮
塙
嘱
礫
匹
訊
蜷
）

　
仮
差
押
さ
れ
た
不
動
産
に
対
し
本
差
押
が
な
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
右
不
動
産

　
の
所
有
権
が
移
転
し
た
場
合
と
配
当
要
求
の
効
力

　
　
配
当
表
変
更
異
議
事
件
（
昭
三
九
・
九
・
二
九
第
三
小
法
廷
判
決
）

　
　
X
（
原
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
は
、
訴
外
A
に
対
す
る
約
束
手
形
金
債

　
　
権
一
〇
万
円
に
基
い
て
、
昭
和
三
〇
年
六
月
二
四
日
、
A
所
有
の
不
動
産
に
対

　
　
し
仮
差
押
の
執
行
を
し
た
。
し
か
し
、
右
不
動
産
は
昭
和
二
八
年
一
〇
月
九

　
　
日
、
A
よ
り
訴
外
B
へ
売
渡
さ
れ
て
お
り
、
B
は
昭
和
三
〇
年
七
月
五
日
に
、

　
　
そ
の
旨
の
所
有
権
移
転
登
記
を
な
し
た
の
で
あ
る
．
そ
の
後
、
X
は
A
に
対
す

判
　
例
　
研
　
究

る
前
記
債
権
に
つ
ぎ
約
束
手
形
金
弁
済
契
約
（
債
権
額
一
〇
万
三
七
二
四
円
）

を
締
結
、
こ
れ
を
公
正
証
書
に
作
成
し
た
．
そ
し
て
、
昭
和
三
〇
年
一
〇
月
七

日
、
X
は
右
公
正
証
書
を
債
務
名
義
と
し
て
強
制
競
売
を
申
し
立
て
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
同
年
一
〇
月
二
二
日
強
制
競
売
開
始
決
定
、
同
月
一
五
日
競
売
申
立

あ
り
た
る
事
の
登
記
が
な
さ
れ
、
昭
和
三
一
年
七
月
七
日
代
金
二
三
万
五
千
円

に
て
競
落
許
可
決
定
が
な
さ
れ
た
。
積
（
名
古
屋
市
・
被
告
・
控
訴
人
・
上
告

人
）
及
び
L
（
国
・
被
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
昭
和
三
〇

年
一
〇
月
一
七
目
及
び
昭
和
三
一
年
一
一
月
二
日
に
裁
判
所
に
対
し
、
A
に
対

す
る
租
税
債
権
に
基
き
配
当
金
の
交
付
要
求
を
し
た
。
裁
判
所
は
、
代
金
配
当

期
日
に
於
て
、
X
に
五
万
八
七
二
九
円
、
L
に
七
二
二
五
円
、
亀
に
九
五
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
　
（
一
二
八
九
）



判
　
例
　
研
　
究

円
の
各
配
当
を
な
す
旨
の
配
当
表
を
作
成
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
X
は
、
仮
差
押
債
権
者
で
な
い
込
・
L
（
B
へ
の
移
転
登
記
以

前
に
仮
差
押
の
執
行
を
し
て
い
な
い
者
）
は
、
B
に
よ
り
所
有
権
の
取
得
を
以
つ

て
対
抗
さ
れ
る
か
ら
、
A
に
対
す
る
債
権
を
以
つ
て
し
て
は
本
件
競
売
手
続
に

於
て
配
当
要
求
を
な
し
得
ず
、
昭
・
L
に
配
当
を
な
す
旨
の
本
件
配
当
表
は
不

当
で
あ
る
と
し
て
、
配
当
表
変
更
異
議
の
訴
を
提
起
し
た
。
第
一
審
、
X
勝

訴
。
名
・
L
は
控
訴
し
、
控
訴
理
由
と
し
て
、
本
差
押
に
よ
る
処
分
禁
止
の
効

力
は
配
当
要
求
を
し
た
債
権
者
も
享
受
出
来
る
と
解
さ
れ
て
居
り
、
こ
れ
は
仮

差
押
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。
転
換
理
論
を
採
れ
ば
、
仮
差
押
は
強
制
執
行
起

程
第
一
に
於
け
る
処
置
で
あ
り
、
後
に
本
執
行
あ
る
場
合
に
は
、
本
執
行
に
於

け
る
差
押
の
効
力
は
先
に
仮
差
押
の
処
置
を
し
た
時
に
生
ず
る
の
で
あ
り
、
仮

差
押
に
お
け
る
処
分
禁
止
の
効
力
は
本
差
押
に
お
け
る
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

仮
差
押
自
体
は
仮
差
押
債
権
者
の
為
に
な
さ
れ
る
と
し
て
も
、
い
わ
ば
潜
在
的

に
本
執
行
に
移
転
し
た
場
合
の
配
当
要
求
者
の
為
に
も
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

配
当
要
求
者
の
地
位
は
仮
差
押
が
執
行
に
転
換
さ
れ
た
時
に
顕
在
化
す
る
と
解

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
等
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
控
訴
審
判
決
は
、
仮
差
押

は
執
行
保
全
の
為
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
本
執
行
と
は
本
来
異
質
的
な
も
の
で

あ
る
か
ら
、
転
換
理
論
を
採
つ
て
も
、
仮
差
押
が
な
さ
れ
て
い
る
時
期
を
本
差
押

が
あ
つ
た
と
同
様
に
見
て
、
仮
差
押
物
件
が
第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
た
後
の
本
執

行
に
、
右
譲
渡
前
の
所
有
権
者
に
対
す
る
他
の
債
権
者
の
配
当
要
求
を
許
す
べ

き
で
あ
る
と
は
解
さ
れ
な
い
、
と
し
て
、
控
訴
を
棄
却
し
た
。
L
・
L
は
、
控

訴
審
判
決
は
、
仮
差
押
の
効
力
に
つ
き
民
事
訴
訟
法
の
解
釈
を
誤
つ
た
違
法
あ

り
と
し
て
上
告
、
上
告
審
は
上
告
を
棄
却
し
、
理
由
と
し
て
、
「
：
　
そ
も
そ
も

仮
差
押
は
、
仮
差
押
債
権
者
の
金
銭
債
権
又
は
こ
れ
に
代
る
べ
き
債
権
の
執
行

保
全
の
た
め
に
、
債
務
者
の
財
産
の
差
押
と
そ
の
処
分
権
を
剥
奪
す
る
こ
と
を

泪
靭
と
す
る
執
行
保
全
処
分
で
あ
る
か
ら
、
仮
差
押
の
効
力
の
利
益
は
、
独
り

八
六
　
　
（
一
二
九
〇
）

仮
差
押
債
権
者
の
み
に
存
し
、
し
か
も
こ
の
処
分
制
限
の
効
力
は
、
仮
差
押
債

権
者
の
執
行
保
全
と
い
う
目
的
を
達
す
る
に
必
要
な
限
度
で
足
り
、
そ
の
範
囲

を
こ
え
て
債
務
者
の
利
益
な
ら
び
に
一
般
取
引
の
安
全
を
右
の
仮
差
押
に
よ
る

処
分
制
限
の
効
力
の
た
め
に
犠
牲
に
供
し
て
は
な
ら
ず
、
従
つ
て
仮
差
押
目
的

物
件
に
対
す
る
債
務
者
の
処
分
は
、
絶
対
に
無
効
と
み
る
べ
き
も
の
で
は
な

く
、
保
全
に
必
要
か
つ
十
分
な
限
度
で
、
仮
差
押
債
権
者
に
対
す
る
関
係
に
お

い
て
の
み
、
相
対
的
無
効
を
き
た
す
に
と
ど
ま
り
、
他
の
債
権
者
は
、
右
仮
差

押
の
効
力
の
利
益
を
享
け
る
こ
と
を
得
な
い
も
の
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
債
務
者
の
処
分
後
に
は
旧
債
務
者
に
対
す
る
他
の
債
権

者
は
配
当
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
仮
差
押
債
権
者
の
み
独
占
的
に
弁
済

を
受
け
る
こ
と
と
な
つ
て
も
、
右
の
優
先
現
象
は
、
仮
差
押
後
の
処
分
と
い
う

こ
と
を
契
機
と
し
て
発
生
す
る
の
で
あ
つ
て
、
差
押
と
同
時
に
生
ず
る
も
の
で

は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
強
制
競
売
に
優
先
主
義
を
採
ら
ず
、
平
等
主
義
を
採

用
し
て
い
る
わ
が
国
民
事
訴
訟
法
の
建
前
に
も
何
ら
反
す
る
も
の
で
は
な
い
…

…
」
と
、
判
示
し
た
。

　
　
仮
差
押
さ
れ
た
不
動
産
を
債
務
者
が
本
差
押
に
移
行
す
る
前
に
処
分
し
た

場
合
、
仮
差
押
が
そ
の
ま
ま
本
差
押
と
な
つ
た
と
き
に
、
他
の
債
権
者
が
配
当

に
参
加
す
る
事
が
出
来
る
か
否
か
に
つ
き
．
従
来
、
判
例
・
学
説
は
、
配
当
に

参
加
す
る
事
が
出
来
る
と
す
る
積
極
説
（
漱
欄
螺
㌫
跡
亭
奎
鼻
煎
）
と
、
参
加
す
る

事
は
出
来
な
い
と
す
る
消
極
説
（
鰍
騨
款
㌍
栂
一
一
｝
先
醐
）
と
に
分
れ
て
い
た
も
の

で
あ
る
が
、
本
判
決
は
消
極
に
解
す
べ
き
事
を
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
積
極
説
は
、
消
極
説
を
、
仮
差
押
後
の
債
務
者
に
よ
る
目
的
物
の
処
分
と
い

う
偶
然
的
事
情
に
よ
つ
て
、
他
の
債
権
者
の
配
当
要
求
を
認
め
す
仮
差
押
債
権

者
の
み
が
独
占
的
に
弁
済
を
憂
け
る
結
果
を
生
じ
、
そ
れ
を
是
認
す
る
事
縁
、



実
質
的
に
平
等
主
義
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
、
平
等
主
義
を
貫
徹
す

べ
き
事
を
主
張
す
る
（
潮
謁
款
劃
瑠
六
）
。
即
ち
、
「
配
当
要
求
が
先
行
の
差
押
に
便

乗
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
仮
差
押
債
権
老
に
対
抗
出
来
な
い

処
分
行
為
は
、
論
理
必
然
的
に
配
当
要
求
を
す
る
他
の
債
権
者
に
も
対
抗
出
来

な
い
。
要
す
る
に
、
平
等
主
義
の
原
則
の
下
で
は
、
仮
差
押
を
う
け
た
債
務
者

の
財
産
、
仮
差
押
の
目
的
物
は
、
ひ
と
り
仮
差
押
債
権
者
だ
け
で
な
く
、
配
当

要
求
を
す
る
他
の
債
権
者
の
た
め
に
も
そ
の
満
足
の
た
め
の
財
産
、
共
同
担
保

と
し
て
の
財
産
と
な
る
の
で
あ
つ
て
、
仮
差
押
債
権
者
は
、
他
の
債
権
者
に
と

つ
て
、
一
種
の
代
理
権
限
を
持
つ
代
表
者
の
如
き
地
位
に
た
つ
と
み
る
わ
け
で

あ
る
。
」
（
醐
刷
癬
購
猷
醐
輯
側
訊
蹴
）
こ
の
説
は
、
具
体
的
に
は
、
本
差
押
の
効
力
に

つ
き
、
そ
の
処
分
禁
止
の
効
力
が
相
対
的
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
「
差
押
後
に

な
さ
れ
た
差
押
目
的
物
の
処
分
は
当
該
差
押
に
も
と
づ
く
執
行
手
続
に
、
い
い

か
え
れ
ば
そ
の
手
続
に
加
わ
る
全
債
権
者
に
対
抗
出
来
な
い
が
、
た
だ
当
該
差

押
が
消
滅
す
れ
ぽ
効
力
を
発
生
す
る
と
い
う
意
味
に
於
て
な
の
で
あ
る
。
」
（
鉢
鮒

凋
佃
2
）
と
す
る
通
説
の
見
解
を
採
り
、
仮
差
押
が
本
執
行
へ
移
行
し
た
時
に
は

本
差
押
の
効
力
が
遡
及
す
る
事
に
よ
り
、
仮
差
押
の
処
分
禁
止
の
効
力
は
配
当

要
求
債
権
者
も
享
受
出
来
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
本
判
決
は
、
e
、
仮
差
押
に
よ
る
処
分
禁
止
の
効
力
は
、
仮

差
押
が
執
行
保
全
手
続
で
あ
る
事
か
ら
、
仮
差
押
債
権
者
の
執
行
保
全
と
い
う

目
的
を
達
す
る
に
必
要
な
限
度
に
於
て
処
分
が
相
対
的
に
無
効
と
さ
れ
る
も
の

て
あ
り
、
仮
差
押
の
効
力
と
し
て
の
処
分
の
無
効
の
相
対
性
と
は
、
い
わ
ゆ
る

「
差
押
債
権
者
に
関
す
る
限
り
で
の
相
対
性
」
と
解
し
、
⇔
、
そ
の
結
果
、
本

件
事
実
の
如
ぎ
場
合
に
は
、
そ
の
旧
債
務
者
に
対
す
る
他
の
債
権
者
は
配
当
に

判
　
例
　
研
　
究

加
入
す
る
事
が
出
来
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
．

　
と
こ
ろ
で
、
仮
差
押
は
執
行
を
保
全
す
る
為
の
手
続
で
あ
る
。
従
つ
て
、
所

有
者
で
あ
る
債
務
者
に
依
る
目
的
物
の
処
分
が
無
効
と
さ
れ
る
の
も
、
将
来
の

執
行
を
保
全
す
る
と
云
う
目
的
の
為
の
手
段
と
し
て
、
執
行
を
な
す
事
が
可
能

と
さ
れ
る
前
提
的
状
態
を
法
律
上
作
出
す
る
為
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
逆
に
云

え
ば
、
処
分
が
無
効
と
さ
れ
る
と
い
う
事
に
は
執
行
保
全
の
為
と
い
う
条
件
が

付
く
の
で
あ
る
。
又
、
仮
差
押
手
続
が
、
現
行
法
上
は
、
重
複
し
て
為
さ
れ
る

事
が
認
め
ら
れ
て
居
る
事
か
ら
考
え
れ
ば
、
仮
差
押
債
権
者
は
総
債
権
者
の
た

め
、
そ
れ
を
代
表
す
る
、
い
わ
ば
代
理
人
的
地
位
に
立
つ
も
の
で
は
な
く
、
仮

差
押
債
権
者
自
身
の
た
め
に
の
み
執
行
を
保
全
す
べ
く
な
さ
れ
る
手
続
で
あ
る

と
云
う
制
度
的
性
格
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
．
従
つ

て
、
本
判
決
の
前
述
e
の
部
分
に
つ
い
て
は
全
面
的
に
肯
定
さ
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

　
し
か
し
、
積
極
説
が
他
の
債
権
者
も
仮
差
押
の
効
力
を
享
受
出
来
る
と
す
る

の
は
．
仮
差
押
に
よ
る
処
分
禁
止
の
効
力
の
相
対
性
、
そ
れ
自
体
を
「
手
続
に

対
す
る
関
係
で
の
相
対
性
」
と
理
解
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
解

さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
積
極
説
は
仮
差
押
に
よ
る
処
分
禁
止
の
効
力
自
体
に
つ

い
て
は
明
確
に
は
説
明
し
て
居
ら
ず
、
他
の
債
権
者
の
配
当
要
求
を
認
め
る
の

は
、
本
差
押
に
つ
き
、
そ
の
差
押
の
効
力
の
相
対
性
を
「
手
続
に
対
す
る
関
係

で
の
相
対
性
」
と
解
し
、
そ
れ
を
転
換
理
論
に
よ
り
遡
及
さ
せ
る
事
に
よ
る
と

説
明
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
仮
差
押
が
そ
の
ま
ま
本
差
押
に
移
行
し
た
場
合

に
於
て
、
執
行
債
権
者
と
な
つ
た
仮
差
押
債
権
者
を
代
理
人
的
地
位
に
立
つ
も

の
で
あ
る
と
考
え
、
他
の
債
権
者
は
そ
の
者
の
行
う
執
行
手
続
に
参
加
す
る
も
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の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
積
極
説
と
い
え
ど
も
、
一
人
の
債
権
者
が
仮
差
押
を

為
し
た
後
に
目
的
物
の
処
分
が
行
わ
れ
た
場
合
、
仮
差
押
が
本
差
押
に
移
行
し

な
い
の
に
、
他
の
債
権
者
が
そ
の
仮
差
押
債
権
者
の
為
し
た
仮
差
押
の
効
力
の

利
益
を
受
け
て
、
処
分
の
無
効
を
主
張
し
て
独
自
に
執
行
を
開
始
す
る
事
を
認

め
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
従
つ
て
、
配
当
に
参
加
す
る
事
の
可
否
は
、
か
よ
う
な
場
合
の
本
差
押
の
効

力
を
如
何
に
解
す
る
か
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
り
、
本
判
決
の
如
く
e
の
判
旨

か
ら
直
ち
に
⇔
の
帰
結
を
導
び
く
事
は
無
理
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

二
　
本
差
押
の
効
力
に
つ
い
て
も
判
例
・
学
説
は
分
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
本

執
行
の
後
、
債
務
者
に
よ
る
目
的
物
の
処
分
が
あ
つ
た
場
合
に
、
そ
の
処
分
後

に
配
当
要
求
を
し
た
債
権
者
は
配
当
に
参
加
し
得
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
参
加

し
得
る
と
す
る
積
極
説
（
駄
酬
昭
勲
乳
虻
跡
幹
毎
韻
凍
書
藷
』
」
趨
醒
一
二
）
と
、
参
加

し
え
な
い
と
す
る
消
極
説
（
漱
判
醐
訊
二
旭
”
紘
眠
礫
貯
知
捲
樫
畑
塾
一
蚕
創
煉
賄
）
が
あ

る
。
積
極
説
は
本
差
押
の
効
力
と
し
て
の
処
分
禁
止
の
効
力
の
相
対
性
に
つ
き

「
手
続
に
対
す
る
関
係
で
の
相
対
性
」
と
解
す
る
の
に
対
し
、
消
極
説
は
「
差

押
債
権
者
に
関
す
る
限
り
で
の
相
対
性
」
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
両
者
の
、
こ

の
相
違
は
、
現
行
法
上
の
個
別
執
行
制
度
及
び
、
そ
こ
に
於
け
る
平
等
主
義
に

つ
い
で
の
認
識
の
相
違
か
ら
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
前
者
は
、
現

行
法
上
の
個
別
執
行
を
破
産
的
性
格
を
与
え
ら
れ
て
居
る
も
の
と
認
識
し
、
平

等
主
義
を
、
当
該
債
務
者
に
対
し
債
権
を
有
す
る
全
債
権
者
間
で
の
も
の
と
考

え
、
差
押
目
的
物
を
全
債
権
者
に
対
し
て
の
責
任
財
産
・
共
同
担
保
と
考
え
る

の
に
対
し
、
後
者
に
あ
つ
て
は
、
我
現
行
法
上
の
個
別
執
行
制
度
は
我
国
が
ま
だ

破
産
制
度
を
持
た
な
か
つ
た
時
期
に
於
け
る
立
法
で
あ
り
、
完
全
な
る
平
等
主
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義
が
支
配
す
る
破
産
制
度
を
有
す
る
現
在
に
於
て
は
、
個
別
執
行
に
つ
き
立
法

当
時
の
如
き
完
全
平
等
主
義
を
貫
く
事
は
妥
当
で
は
な
く
、
積
極
説
の
主
張
す

る
如
き
極
端
な
平
等
主
義
に
対
す
る
修
正
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
（
戴
陣
腕
％

燈
勘
「
凪
羅
鼎
鋤
鋤
勧
卸
騨
）
そ
し
て
、
差
押
の
効
力
た
る
処
分
禁
止
の
効
力
の
相
対

性
に
つ
き
、
「
差
押
債
権
者
に
関
す
る
限
り
で
の
相
対
性
」
と
解
す
る
事
に
よ

り
、
処
分
後
に
配
当
要
求
を
し
た
債
権
者
は
、
目
的
物
を
以
つ
て
自
己
の
債
権

の
責
任
財
産
た
る
事
を
主
張
出
来
な
い
と
し
、
処
分
前
に
配
当
要
求
を
し
た
債

権
者
及
び
差
押
債
権
者
の
間
で
平
等
主
義
を
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
立
場
を
以
つ
て
是
と
す
る
か
は
個
別
執
行
制
度
そ
の
も

の
に
対
す
る
認
識
・
評
価
の
問
題
に
帰
す
る
で
あ
ろ
う
。
従
つ
て
、
い
わ
ば
決

断
の
問
題
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
若
干
の
疑
問
の
余
地
が
あ
る
と

思
う
が
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
、
消
極
に
解
し
た
い
。
即
ち
、
ω
債
権
者
に
と

つ
て
、
破
産
制
度
に
よ
る
い
わ
ば
最
後
の
担
保
が
あ
る
現
在
で
は
、
個
別
執
行

に
於
て
全
債
権
者
の
無
制
限
的
な
配
当
参
加
を
認
め
る
事
は
、
自
己
の
債
権
の

満
足
を
図
る
べ
く
最
初
に
積
極
的
な
手
続
を
為
し
た
差
押
債
権
者
に
と
つ
て
、

充
分
そ
の
実
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
事
か
ら
、
ひ
い
て
は
個
別
執
行
の
債
権

の
強
制
的
満
足
を
目
的
と
す
る
制
度
と
し
て
の
機
能
的
制
度
的
な
価
値
の
低
下

を
き
た
す
も
の
で
あ
る
。
＠
も
し
、
処
分
に
よ
り
他
の
債
権
者
が
配
当
に
参
加

出
来
な
い
事
が
酷
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
債
権
者
は
詐
害
行
為
取
消
権
を
行

使
す
る
等
の
手
段
が
あ
る
事
。
の
積
極
説
は
、
目
的
物
を
以
つ
て
全
債
権
者
に

対
し
て
の
責
任
財
産
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
執
行
債
権
者
が
差
押
を
取
り
下

げ
れ
ぽ
、
処
分
後
の
配
当
要
求
債
権
者
は
配
当
要
求
を
な
し
う
べ
き
理
由
は
全

く
な
い
と
云
う
事
に
な
る
．
即
ち
、
本
来
な
ら
ば
、
処
分
後
の
配
当
要
求
債
権
者



は
目
的
物
を
以
っ
て
自
己
の
債
権
の
満
足
を
図
る
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
り 、

「
第一
の
差
押
に
基
く

執
行
が
残
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て 、

本
来
の
効
果
が

顕
在
化
す
る
場
合
よ
り
も
有
利
に
｜

極
限
的
平
等
主
義
の
名
に
お
い
て
｜

扱
う

必
要
は
な
い
と
い
う

べ
き
で
あ
る 。」

（
配
計
四
r
蹴）
平
等
主
義
は
目
的
物
を
以
っ

て
自
己
の
債
権
に
対
す
る
責
任
財
産
た
る
事
を
主
張
し
う
る
債
権
者
聞
に
於
て

の
み
考
え
ら
れ
る
の
が
本
然
の
姿
で
は
な
い
だ
ろ
う

か ．

三

以
上
に
述
べ
た
理
由
に
よ
り 、

本
件
判
旨
に
賛
成 。

（
哨
州
一%
一辺一
勧
…誌
…叫
ん恥

判

研

究

f7U 

合
に
つ
い
て
本
件
判
旨
に
賛
成
す
る
も
の
と
し
て 、
谷
口・
J

本
件
判
批・
民
商
五
二
巻
四
号
六
三
回
頁
以
下
が
あ
る
、

な
お 、

本
件
判
決
と
は
直
接
関
連
は
な
い
が 、

仮
差
押
な
き
場
合
は
本
執
行

に
つ
き
積
極
に
解
し
な
が
ら 、

仮
差
押
中
に
処
分
が
あ
っ
た
場
合
に
は
消
極
に

解
す
る
と
す
る
説
が
多
数
説
の
よ
う

で
あ
る
が 、

論
旨一
貫
せ
ず 、

又
そ
の
安

易
な
折
衷
的
態
度
に
つ
き
多
大
の
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い 。

本
件
に
つ
い
て
は
中
島
調
査
官
の
解
説
（
法
曹
時
報一
七
巻
亡
さ
が
あ
る 。

（
石
川
明
・

渡
辺
僅
之）

八
九

（一
二
九
三）


